	基本操作－１６
	タンクゲージハッチ開放前準備
（サンプリング、検尺、検温、検水）
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	ポイント

	
	・サンプリング、検尺、検温、検水は積み込み中、受入中及びミキシング中に行わない。
（2）他の油種とは、硫黄、アスファルト、重油及び粘度が８ｍｍ２／Ｓ（３０℃）を超える潤滑油

(5)(6) 静置時間とは静電気対策によるものであり、状況に応じてこれ以上の静置時間が必要な場合がある。
（8）器具のボンディングはゲージハッチの蓋を開ける前に行う。
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ゲージハッチの蓋を開けた後は危険（可燃性ガス雰囲気のおそれ）





ゲージハッチの蓋を開ける前に実施
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